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イチゴうどんこ病の苗での越夏と育苗後期の薬剤防除による秋季の発病抑制

［要約］イチゴうどんこ病は育苗後期に発生が抑制されるものの、葉裏に残る痕跡状

の停止型標徴および無標徴の葉に生じた分生子により、新生展開葉への伝染を継続し

秋季に再発生する。育苗後期に薬剤防除を行うことで秋季の再発生を抑制できる。
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［背景・ねらい］

イチゴうどんこ病は果実に発生し大きな被害を生じるため、効果的な防除対策の確立が

求められている。本病は栽培期間を通じイチゴの株上で生活するとされるが、発生が少な

くなる育苗後期の発生実態については不明な点が多く解明されていない。そこで、本圃で

の本病による被害を安定的に抑えるため、育苗期における本病の発生実態を調査するとと

もに、育苗後期の薬剤防除による秋季の発病抑制効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．育苗期におけるイチゴうどんこ病の葉での標徴（葉の表面に生じる白色の菌体）は、

分生子の形成程度により、白色粉状で分生子が多い進展型と進展型が変化した白色の痕

跡状で分生子が少ない停止型に分けられる（図1 。）

２．育苗期の苗では、7月までは進展型の割合が高く発病程度も高まるが、気温が上昇し

発生が抑制される8月には進展型の割合が減少し停止型が増加する。その後の9～10月は

進展型が再び増加し発病程度が高まる（図2 。）

３．本病は進展型標徴が見られなくなる8月においても、停止型標徴および無標徴の葉に

生じた分生子により上位葉への伝染を継続する。8～9月の育苗後期に上位葉に停止型標

徴が多く認められる場合は、認められない場合に比べ秋季の再発生が早い（図3 。）

４．育苗後期の薬剤防除は、葉の感染、発病を抑制し秋季の再発生を抑制する（表1 。）

［成果の活用面・留意点］

１．県内のイチゴ栽培圃場に適用できる。

２．苗の感染、発病を抑えるには、親株床から薬剤防除を実施し子苗の感染を抑制する。

３．葉かきを定期的に実施し停止型標徴を生じた葉をできるだけ除去する。

４．耐性菌による防除効果の低下を回避するため、育苗期の防除薬剤は耐性菌の発生リス

クが低～中程度のもの（イオウフロアブル、サンヨール等）を利用する。また、イオウ

フロアブル、サンヨール以外の薬剤を利用する際は、薬剤が葉裏によく付着するよう拡

展性（濡れ広がり）に優れた展着剤を加用する。

５．育苗後期の気温が高い場合は、分生子の形成が抑制され秋季の初発生も遅くなる。



［具体的データ］

図１ イチゴうどんこ病の標徴の区分
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図２ イチゴうどんこ病の標徴型別発病小葉の発生推移(2011)
注）品種：「さがほのか」，露地育苗苗を調査．
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図３　育苗期の各葉位におけるイチゴうどんこ病の標徴および分生子形成の推移
注）品種「さがほのか」，薬剤無防除で4～9複葉に調製・管理した苗を供試．各年度の肉眼および顕微鏡観察において株No.および葉位が同じものは同一のものであることを示す．8
～9月の平均気温は2010年が26.2℃，2011年が27.0℃(平年：25.5℃）であった．
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注）供試株は2011年7月上旬に発病を確認し試験開始時に停止型標徴のみが認められるものを供試，12株／区，数
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表１  育苗後期の薬剤防除によるイチゴうどんこ病の秋季における発病抑制効果
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